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http://web-tan.forum.impressrd.jp/l/8669


https://www.google.co.jp/search?hl=ja&q=%E6%B1%A0%E8%A2%8B+%E6%98%A5%E9%A7%92&pws=0&gws_rd=ssl




AMPの課題

‣ 記事型のページはよいとして、それ以外のページは？ 

‣ ウェブサイトそのものの高速化やUX改善は？ 

‣ 広告収益の減少問題（USAトゥデイネットワークなど） 

‣ URLの二重化や正確なデータ計測の問題 

‣ AMPラベルも（スマホ対応ラベルのように）いつか廃止されるかも...



http://forbesjapan.com/articles/detail/14615


ここから、本題
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新機能「ユーザー エクスプローラ」







新機能「ユーザー エクスプローラ」

‣ ユーザー（クライアントID）ごとに、サイト内での行動経路が見られる 

‣ すでに作ったカスタマージャーニーの検証に 

‣ リアリティのあるカスタマージャーニーづくりに 

‣ ウォークスルー評価のベースに 

‣ セグメントを絞った分析が大切（コンバージョン、流入経路など）



Googleアナリティクスとnot provided

‣ 2016年は、Yahoo!検索からの「not provided」が急増 

‣ Yahoo! JAPANは2017年3月までに、すべてのサービスを常時SSL化 

‣ 引き続き、Google Search Consoleを併用することが大切 

‣ Googleサジェストなどのデータ取得ツールの活用もあり



Googleアナリティクスと表示速度

‣ Googleアナリティクスが、表示速度を遅くしている？ 

‣ サイトによっては、Googleアナリティクスを選択しないことも 

‣ 特に自治体・公共団体のサイトは、 
災害時の「つながりにくさ」の要因を排除する必要性あり 

‣ 候補として、オープンソースの解析ツール「Piwik」など



http://www.piwikjapan.org/






人工知能（AI）解析
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人工知能（AI）解析



https://wacul-ai.com/






https://sitest.jp/




https://bita.jp/dml/gaassistant


人工知能（AI）解析

‣ 人工知能（AI）解析は、ディープラーニングの域に 

‣ Googleアナリティクスの「スマートゴール」も、ディープラーニング 

‣ 仮説やKPIは、人間が立てなければ意味がない 

‣ 改善の予算や期間は、人間が決めなければ意味がない 

‣ それでも、新たな着眼点やアラートの提供など、 
人間だけでは困難で時間がかかる作業を肩がわりしてくれる



マーケティングオートメーション（MA）
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http://www.marketingautomationinsider.com/marketing-automation-vendor-market-share/


マーケティングオートメーション（MA）

‣ B2BからB2C、比較的安価なものから高価なものまで、さまざま 

‣ One to One マーケティングの自動化？ 

- メール配信のパーソナライズ？ 

- ページレイアウトやコンテンツ表示のパーソナライズ？ 

‣ 本来、商売に必要なこと（マーチャンダイジングやフルフィルメント）を 
きちんとやってからでないと、ツール導入の効果は小さいかも



SXOとモバイルファーストインデックス
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SXO（Search Experience Optimization）

‣ 検索体験の最適化 

‣ 2015年、機械学習にもとづく人工知能システム 
「RankBrain（ランクブレイン）」を導入 

‣ ここ数年のGoogle検索のアルゴリズム刷新は、 
「SXO」のひとことに集約できる 

‣ 今後は、ユーザーごとはもちろん、 
クエリ（処理要求）ごとに最適化するアルゴリズムに進化していく



モバイルファーストインデックス（MFI）

‣ デスクトップ（パソコン）向けページではなく 
モバイル向けページが、ランキングアルゴリズムの基準に 

‣ 時代の流れにもとづくSXOの一貫 

‣ Googleが「何も変更する必要はありません」とするサイト 

- レスポンシブデザインや動的な配信を行っている 

- 上記以外でも、主要なコンテンツやマークアップが 
モバイル版とデスクトップ版で同一である



広告あれこれ
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Google AdWords

‣ Google検索で、検索結果画面の右側の広告枠を廃止 

‣ 拡張テキスト広告（より情報量が多い広告）が登場 

‣ レスポンシブ広告が登場 

‣ DFSA（検索広告向けデモグラフィックターゲティング）の追加 

‣ RLSA（検索広告向けリマーケティングリスト）の機能強化 

‣ デバイスごとの入札単価調整が可能に



Yahoo! プロモーション広告

‣ Yahoo! 検索で、検索結果画面の右側の広告枠を廃止 

‣ 拡大テキスト広告（より情報量が多い広告）が登場 

‣ サイトリターゲティングのターゲットリストの条件追加 

‣ アドバンスドURLシステムの導入（従来のURL形式は終了） 

‣ スポンサードサーチのたびたびの機能強化



ソーシャルメディア広告

‣ Facebook広告 
- キャンバス広告の登場 
- カスタムオーディエンスで「エンゲージメント」が利用可能に 
- モバイルサイトの表示速度が、配信アルゴリズムの要素に 

‣ Instagram広告 
- ビジネスプロフィールの追加、インサイトの確認、投稿の広告配信が可能に 

‣ Twitter広告 
- 活用企業の増加、ターゲティング機能の充実（デバイス、通信キャリア、リマケなど）







おおまかな時代の流れ

‣ 広告の世界は、すでにレッドオーシャン。 
CPC（クリック単価）やCPA（コンバージョン単価）は 
なかなか下がらない時代に 

‣ それにこたえるために、広告プラットフォーム側は、 
ターゲティング機能をどんどん精緻にしている 

‣ LTV（顧客生涯価値）にもとづく予算やKPI設定が、ますます大切に



ソーシャルメディアのペイドメディア化
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ソーシャルメディアのペイドメディア化

‣ ペイドメディア ≒ 広告 

‣ FacebookやInstagramでは、広告を出さないと、 
ページや投稿のインプレッションがなかなか増えない 

‣ 運用の工夫やマメさではなく、けっきょくは「お金」の勝負に？



情報メディアの信頼性問題
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https://www.facebook.com/rin.yano/posts/10211303144794574


https://twitter.com/i/moments/782773534850371584


11月29日



12月1日

http://dena.com/jp/press/2016/12/01/1/




キュレーションメディアやオウンドメディアの問題

‣ 「～といわれています」「～だそうです」「～とのことです」 

‣ かえって、会社やブランドを傷つけることも 

‣ 医療や健康に関する情報は、人の命に関わる可能性も 

‣ GoogleはYMYL（Your Money Your Life）情報の検索精度を高めているが... 

‣ 運営側が、遵法精神やモラルをしっかりとビルトイン



ありがとうございました


